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１．重要な会計方針

（１）有価証券の評価基準及び評価方法
　　　　　　その他の有価証券・・・・・・期末日の市場価格等に基づく時価法によっている。

（２）消費税等の会計処理
　　　　税込方式によっている。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

(単位：円）
前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産
205,246,750 205,246,750 0
73,879,109 73,879,109 0

279,125,859 0 279,125,859 0
特定資産
　事業運営維持引当資産 537,308,359 537,308,359 0
　設備近代化引当資産 87,425,000 87,425,000 0
　退職給付引当資産 7,746,281 2,871,397 10,617,678 0
　減価償却引当資産 154,643,656 154,643,656 0

787,123,296 2,871,397 789,994,693 0
1,066,249,155 2,871,397 1,069,120,552 0

   (注）当期減少額は、一般会計への振替を含む。

３．その他
　　当期末において、基金特別会計を閉鎖して一般会計への統合を行った。
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